
 

 

 

 

 

 

 

 ＴｅｘＴｏｏｌｓにおけるＯＤＦ解析結果と展開係数Ｃの関係 

 

  Ｈｅｒｍｏｎｉｃ法の展開係数から、再計算極点図、ＯＤＦ図、逆極点図が計算可能である。 

    

  ＴｅｘＴｏｏｌｓはＡＤＣ法のＯＤＦ解析であるが、Ｈｅｒｍｏｎｉｃ法の展開係数Ｃファイルを 

 出力出来る。 

 方位密度の大きい材料では、Ｈｅｒｍｏｎｉｃ法はゴーストが大きいが、 

 ＡＤＣ法ではゴーストが少ない特長がある。 

 

 では、ＡＤＣ法のＴｅｘＴｏｏｌｓで計算したＯＤＦからＨｅｒｍｏｎｉｃ法の展開係数を 

 計算した場合、ゴーストがどうなるか確認を行った。 

 

 

 ＡＤＣ法に比べ、ＡＤＣ法のＯＤＦから展開係数を計算した再計算ＯＤＦ図では、 

 ゴーストが発生し、結晶方位密度が低下しています。 

 

 

 参考に、LaboTexの ODF解析結果から、TexToolsを介して EVNCOEFファイル作成し 

 再計算 ODF図を作成して見ました。 
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 DOC－資料¥TexTools¥ＴｅｘＴｏｏｌｓにおけるＯＤＦ解析結果と展開係数Ｃの関係 



概要 

 ＯＤＦ解析方法により、結晶方位密度は異なる事は確認されています。 

   ＬａｂｏＴｅｘ、ＴｅｘＴｏｏｌｓなどのＡＤＣ法に比べ、 

Ｈｅｒｍｏｎｉｃ法である、ｐｏｐＬＡや、ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦの方位密度は低下する。 

   ＴｅｘＴｏｏｌｓソフトウエアは、ＡＤＣ法で解析を行った後、Ｈｅｒｍｏｉｎｉｃ法の 

   展開係数を出力する事が出来ます。 

   展開係数からＯＤＦや再計算極点図が計算出来ます。 

    

   ＡＤＣ法のＯＤＦ図と展開係数から再計算したＯＤＦ図の比較を行って見ます。 

 

テストデータ 

 CTR¥DATA¥ODFPoleFigureデータを用いる 

  

 

 ODFPoleFigure2ソフトウエアによるデータ処理結果 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴｅｘＴｏｏｌｓによるＡＤＣ法 ODF解析 



  

  

 GPODFDisplayで詳細表示 

  

 

ADC法 ODF解析結果からHermonic展開係数の出力 



  

  

ＴｅｘＴｏｏｌｓの展開係数ファイルをＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦの展開係数ファイルに変更 

  

 

ＴｅｘＴｏｏｌｓのＡＤＣ法から展開係数ＥＮＶＣＯＦＦを計算し、更に再計算ＯＤＦ図の作成 



 （StandardODFの奇数項の ODF計算と同じ） 

  

 ＴｅｘＴｏｏｌｓのＡＤＣ法解析結果 

  

 

 ＡＤＣ法に比べ、展開係数から計算したＨｅｒｍｏｎｉｃ法のＯＤＦ図は 

 ゴーストが発生し、Ｍａｘ結晶方位密度が低下しています。 

参考、ＳｔｎａｄｒｄＯＤＦの解析結果と比較 



 StandardODF結果 

  

 TexTools-ADC-Hormonic 

  

 StandardODFに比べ、平滑化されている。 

 

参考、LaboTexの場合 



 LaboTexの ODF解析結果 

  

 LaboTexの ODF結果を TexToolsを介してHermonicEVNCOEFファイル作成し 

 再計算 ODF図を表示 

  


